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◇ 荒尾運動公園弓道場（〒864-0041 荒尾市荒尾4051番地　TEL.0968-62-5163）
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3 参加選手一人につき７００円とする。参加申込後の返金はしない。

4

(1)

(2)

(3)

5

(1) 団体戦

① 予選 …

② 決勝 …
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(3) 団体の選手は右腰にゼッケンをつける。（１８cm×１２cm） （例）

(4) 個人戦の番号ゼッケンは主催者側で準備する。

(5)

(6) 選手の登録は、７月４日（火）必着で次へ申し込むこと。
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令和５年度

熊本県中学校総合体育大会　弓道競技大会要項

団体戦は、男女各校・地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）、１団体より１チームとし、男女混成のチームは認めない。
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熊 本 県 中 学 校 体 育 連 盟

競 技 名

参 加 資 格

参 加 料

参 加 制 限

9:00

個人戦は、代表の部、２年生以下の部とし、各校・地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）よりそれぞれ３名までとする。

荒 尾 市 教 育 委 員 会熊 本 県 教 育 委 員 会

令 和 ５ 年 ７ 月 ２２日（土） 開 始 式

県下中学校に在籍している生徒で、学校長の承認を得た生徒であり、単一校で編成されたチーム・地域スポーツ団体等（地域クラ

ブ活動）代表及び個人であること。

拠点校部活動や地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の参加資格の特例については、熊本県中学校総合体育大会開催基準「特

別規定」及び「令和5年度熊本県中学校総合体育大会　地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の参加認定規定細則弓道競技」に

よる。(熊本県中学校体育連盟ホームページ参照)

参加生徒及びチームの引率者、監督、部活動指導員、教員外指導者等は、部活動の指導中における暴力・体罰・セクハラ等（以下、

暴力等）により、任命権者又は学校設置者から懲戒処分を受けていないものであることとする。また、地域スポーツ団体等（地域クラ

ブ活動）のチーム・選手の指導者等は、各中央競技団体の倫理規程等に基づいて、各県競技団体等から処分を受けていない者であ

ることとする。校長及び代表者はこの点を確認して、大会申込書を作成する。なお、中学校における教員外指導者は校長から暴力等

に対する指導措置を受けていないこととする。

各学校（応援者含む）・地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）は、本大会において熊本県中学校体育連盟ＨＰに掲載する「感染症

等に関わる対応について」を熟読の上、感染拡大防止に努めること。

熊本県中体連では別紙個人情報保護方針に基づき、熊本県中体連が保有する情報の適正な管理と保護に努めます。

競 技 方 法

競 技 開 始8:30

各学校の校長・副校長・教頭のいずれか１名はベンチ入りを認めます。

個人戦

引率責任者・監督は当該校の校長・教員・部活動指導員とし、地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）は責任ある代表者・指導者と

する。教員・部活動指導員以外のコーチは校長の認めた者であり、熊本県中学校体育連盟にあらかじめ登録された者であること。

チーム編成は、監督１名、選手３名、補員２名の計６名とする。

各チームの引率の先生方・地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の代表者・指導者には、役員をしていただくこともあります。

〒869-0203　玉名市岱明町浜田１２０番地　玉名市立岱明中学校　　小松隆史　宛

　　TEL.　０９６８－５７－０４０２　　　　　FAX　０９６８－５７－０４６６

大会事情が変化した場合（チーム数増加など）は、試合方法について専門委

員会で検討し、変更することがある。

郡市名

学校名・チーム名

立順

各自４矢２立（８射）計２４射の的中制とする。上位４チームが決勝進出。同中の場合の順位決定方法は各自１射

（チーム３射）の的中制による。

４チームによるトーナメントを行う。同中の場合の順位決定方法は各自１射（チーム３射）の的中制による。３位決

定戦は行わない。

そ の 他

補員との交代は競技開始後２回だけ認める。監督会議時の交代申し出は１回に数えない。立順の変更は認めない。行射の途中での

交代は認めない。交代によって立から外れた選手の再出場は認めない。 交代する際は、速やかに所定の交代届を審判席に提出す

る。

審判及び補助役員については県中体連関係者及び県中体連が依頼したものによる。

監督が役員を兼ねる場合は、監督の代行として当該チームの生徒が射場に入場することを認める。

団体戦は予選を立射の順次打ち起こしとし、制限時間は６分３０秒とする。決勝は坐射とし、制限時間は７分３０秒とする。（３０秒前に

予鈴を鳴らし制限時間で本鈴を鳴らす。本鈴後の的中は無効とする。）また、個人戦は予選・決勝とも団体戦に準ずるが、制限時間

は設けない。

競 技 規 則

（公財）全日本弓道連盟の競技規則及び本大会監督会議の申し合わせ事項による。

各自４矢２立（８射）の的中制とする。代表の部は４中以上、２年生以下の部は３中以上的中した者を予選通過と

する。但し、団体戦に出場した者は団体の部での結果を個人の部での的中数とする。途中交代者は不足射数の

み競技し、団体の部での結果に加算したものを的中数とする。

部・男女ごとに射詰めを行う。同中の場合の２位以下の順位決定方法は遠近法により３位決定まで行う。優勝決

定戦は射詰めによる。全中により８射までに決定しない場合は小的（直径２４cm）に変更して競技することもあ

る。


